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養
生
論
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
医
学
の
体
系
が
成
立
し
た

民
族
に
お
い
て
は
等
し
く
何
ら
か
の
形
態
を
と
っ
て
著
さ
れ
て
き

た
。
日
本
に
お
け
る
養
生
論
は
、
中
国
文
化
の
養
生
思
想
や
道
教

医
学
な
ど
の
影
響
の
も
と
に
、
そ
の
成
立
の
当
初
は
疾
病
治
療
の

一
環
と
し
て
、
後
に
は
自
己
健
康
管
理
論
と
し
て
、
生
活
形
成
・

人
間
形
成
や
文
化
受
容
・
文
化
形
成
な
ど
の
諸
側
面
を
有
し
な
が

ら
、
明
治
後
期
ま
で
著
さ
れ
て
き
た
。

日
本
に
お
け
る
養
生
論
は
、
そ
の
成
立
期
に
は
中
国
養
生
論
や

医
学
諸
文
献
か
ら
の
撰
述
を
主
た
る
方
法
と
し
て
著
述
さ
れ
た
。

供
書
と
さ
れ
て
い
る
物
部
廣
泉
『
攝
養
要
訣
』
（
八
二
七
年
）
、
深
根

輔
仁
「
養
生
紗
」
（
八
七
七
年
）
、
和
氣
紀
業
『
延
壽
明
経
」
（
刊
年
不

詳
）
な
ど
の
古
代
養
生
論
も
、
現
在
そ
の
内
容
を
閲
し
う
る
丹
波
康

頼
『
害
心
方
』
巻
二
十
六
、
巻
二
十
七
（
九
八
四
年
）
、
緯
蓮
基
『
長

36

日
本
に
お
け
る
養
生
論
の
引
用
書
目
の

変
遷

瀧
澤
利
行

生
療
養
方
』
（
二
八
四
年
）
、
丹
波
行
長
「
衛
生
秘
要
抄
』
（
二
一
八

八
年
）
、
丹
波
嗣
長
『
暹
年
要
紗
」
（
刊
行
不
詳
）
、
竹
田
昭
慶
「
延
壽

類
要
』
二
四
五
六
年
）
、
な
ど
の
中
世
期
養
生
論
の
内
容
か
ら
考
量

す
る
と
、
い
ず
れ
も
撰
述
に
よ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

近
世
期
に
い
た
る
と
養
生
論
も
次
第
に
撰
述
形
式
か
ら
論
述
形

式
に
移
行
し
て
く
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
世
期
以
降
の
養
生

論
に
お
い
て
も
、
文
化
・
文
政
・
天
保
期
に
い
た
る
ま
で
、
古
代
．

中
世
養
生
論
と
共
通
す
る
中
国
医
書
や
中
国
養
生
論
が
引
用
さ
れ

て
い
る
。
貝
原
益
軒
「
養
生
訓
』
（
一
七
一
三
年
）
に
お
い
て
も
移
し

い
数
に
上
る
中
国
医
書
や
養
生
論
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
み

て
も
、
日
本
の
養
生
論
は
、
そ
の
最
盛
記
と
い
い
う
る
時
期
に
お

い
て
も
な
お
そ
の
内
容
の
基
準
な
い
し
規
範
を
中
国
養
生
論
や
そ

の
関
連
医
書
に
も
と
め
て
い
た
と
し
う
る
。

こ
の
こ
と
は
、
次
の
二
論
点
を
提
起
す
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の

一
つ
は
、
日
本
の
養
生
論
に
お
け
る
引
用
書
目
を
縦
断
的
に
把
握

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
養
生
論
の
形
成
が
中
国
養
生
文

化
や
そ
の
周
辺
文
化
を
ど
の
よ
う
な
系
統
性
と
内
容
的
関
心
に
も

と
づ
い
て
な
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
う
る
点
で
あ
る
。
い
ま
一

点
は
、
各
時
代
区
分
ご
と
に
そ
の
時
期
に
著
さ
れ
た
養
生
論
に
お
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載
が
な
い
場
合
も
多
い
。

け
る
引
用
書
目
を
横
断
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
時
代
区

分
ご
と
に
い
か
な
る
種
類
の
文
献
が
引
用
頻
度
が
高
か
っ
た
か
を

分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
各
時
期
の
養
生
思
想
の
構
成
要
素
を

明
ら
か
に
し
、
養
生
思
想
の
全
体
像
を
よ
り
明
確
に
し
う
る
点
で

あ
る
。
こ
の
二
点
は
い
ず
れ
も
、
日
本
に
お
け
る
養
生
論
が
い
か

な
る
思
想
的
影
響
の
も
と
で
成
立
し
、
展
開
し
た
か
を
異
文
化
受

容
と
同
化
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

本
研
究
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
課
題
意
識
に
立
っ
て
、
前
述
の

二
つ
の
論
点
の
う
ち
、
主
と
し
て
後
者
の
観
点
の
下
で
、
各
時
代

区
分
ご
と
の
主
要
養
生
論
に
お
け
る
引
用
書
目
の
種
類
お
よ
び
引

用
頻
度
を
把
握
し
、
そ
の
傾
向
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、

日
本
に
お
け
る
養
生
論
の
成
立
と
展
開
の
文
献
的
基
盤
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

そ
の
結
果
の
詳
細
は
、
発
表
時
に
提
示
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

現
在
ま
で
に
お
こ
な
っ
た
検
討
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を

以
下
に
示
す
。
な
お
、
日
本
の
養
生
論
に
お
け
る
引
用
は
、
養
生

論
が
非
専
門
家
を
対
象
に
著
さ
れ
て
い
る
た
め
に
引
用
箇
所
の

記
述
は
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
く
、
ま
た
人
名
の
み
で
書
目
の
記

全
時
代
を
通
じ
て
頻
繁
に
引
用
さ
れ
た
文
献
は
、
医
書
で
は
「
黄

帝
内
經
素
問
」
「
同
霊
梱
」
「
同
太
素
」
「
備
急
千
金
要
方
」
「
諸

病
源
候
論
」
な
ど
で
あ
り
、
医
書
以
外
で
は
「
老
子
』
『
荘
子
』
『
呂

子
春
秋
」
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
時
代
別
に
み
る
と
、
古
代
中
世
に

お
い
て
は
『
養
生
要
集
』
『
養
生
延
命
録
』
『
抱
朴
子
』
な
ど
が
よ

く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
近
世
に
い
た
る
と
「
遵
生
八
賎
」
蘇
東
披

の
一
連
の
著
作
、
『
壽
養
叢
書
」
『
壽
親
養
老
害
薑
医
學
入
門
舅
達

生
録
」
な
ど
が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
近
世
期
に
は
そ
れ
ま
で
は
少
数
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
医

書
以
外
の
思
想
害
、
歴
史
害
の
類
か
ら
の
引
用
が
頻
繁
に
な
っ
て

く
る
。
こ
の
点
は
、
医
諭
か
ら
生
活
形
成
・
人
間
形
成
論
へ
の
移

行
と
い
う
養
生
論
自
体
の
文
化
的
機
能
の
変
容
を
示
唆
し
て
い

つ
（
》
Ｏ

（
茨
城
大
学
教
育
学
部
公
衆
衛
生
学
研
究
室
）


